
　

今
年
２
月
に
韓
国
平
昌
に
て

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ

れ
た
。な
か
で
も
、ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
男
子
ハ
ー
フ
パ
イ
プ
の
平
野

歩
夢
選
手
の
銀
メ
ダ
ル
は
国
民

の
感
動
を
誘
っ
た

平
野
選
手

は
大
会
決
勝
で
、
縦
横
に
ひ
ね

り
な
が
ら
４
回
転
す
る
「
ダ
ブ

ル
コ
ー
ク
１
４
４
０
」
と
い
う

最
高
難
易
度
技
を
連
続
で
成
功

さ
せ
、
高
得
点
を
飾
っ
た
。
し

か
し
、
惜
し
く
も
僅
差
で
前
回

メ
ダ
リ
ス
ト
の
シ
ョ
ー
ン
・
ホ

ワ
イ
ト
選
手
に
敗
れ
て
し
ま
っ

た

実
は
平
野
選
手
は
、
昨
年

の
ア
メ
リ
カ
で
開
催
さ
れ
た
プ

ロ
大
会
で
、
同
じ
技
に
挑
戦
し

失
敗
し
て
い
る
。
肝
臓
と
左
ひ

ざ
の
じ
ん
帯
を
損
傷
し
、
一
時

は
選
手
生
命
を
脅
か
す
大
け
が

を
負
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
全

治
３
か
月
に
加
え
、
２
个
月
に

も
及
ぶ
リ
ハ
ビ
リ
の
末
、
平
野

選
手
は
再
び
世
界
の
舞
台
に

立
っ
た
。
平
野
選
手
が
勝
負
を

決
め
る
た
め
に
繰
り
出
し
た
の

は
、
か
つ
て
の
自
分
が
敗
れ
た

「
ダ
ブ
ル
コ
ー
ク
１
４
４
０
」

だ
っ
た

か
つ
て
の
自
分
を
乗

り
越
え
て
、
最
高
の
演
技
を
披

露
し
た
平
野
選
手
。
彼
の
生
き

様
は
私
た
ち
に
も
力
を
与
え
て

く
れ
た

寒
さ
に
耐
え
た
冬
は

終
わ
っ
た
。
暖
か
な
春
は
出
会

い
と
別
れ
、
そ
し
て
新
た
な
挑

戦
の
季
節
で
も
あ
る
。
新
入
生

は
今
ま
で
と
は
違
う
何
か

に
、
在
学
生
も
自
身
の
成
長
の

た
め
に
新
し
い
挑
戦
を
し
て
み

て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。
過
去

の
自
分
を
乗
り
越
え
た
と
き
、

そ
こ
で
見
え
る
景
色
は
格
別
だ

ろ
う
。
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「
関
学
春
の
新
店
ま
つ
り
２
０
１
８
」

本学のＰＣ教室の様子

教
育
研
究
シ
ス
テ
ム

大
幅
刷
新

〜
Ｐ
Ｃ
ス
キ
ル
の
向
上
に
期
待
〜

　

本
学
の
Ｐ
Ｃ
環
境
が
今
夏
、
大

き
く
刷
新
さ
れ
る
予
定
だ
。
情
報

環
境
機
構
事
務
部
の
宮
脇
俊
郎
さ

ん
は
「
Ｐ
Ｃ
ス
キ
ル
は
大
学
で

も
、
社
会
に
出
て
か
ら
も
必
須
の

能
力
。
特
に
新
入
生
に
は
、
新
し

く
な
っ
た
環
境
で
ぜ
ひ
身
に
付
け

て
ほ
し
い
」
と
、
学
生
へ
の
期
待

を
示
し
た
。

　

刷
新
の
内
容
は
主
に
三
つ
。
一

つ
目
は
、
Ｏ
Ｓ
がwindows7

か

らwindows10

に
ア
ッ
プ
グ
レ
ー

ド
さ
れ
る
こ
と
。W

indows7

の

サ
ポ
ー
ト
終
了
に
伴
っ
た
も
の

で
、２
０
２
２
年
ま
で
の
４
年
間
、

windows10

が
使
用
さ
れ
る
予
定

だ
。
二
つ
目
は
、
記
憶
装
置
の

Ｈ
Ｄ
Ｄ
（
ハ
ー
ド
・
デ
ィ
ス
ク
・

ド
ラ
イ
ブ
）
か
ら
Ｓ
Ｓ
Ｄ
（
ソ

リ
ッ
ド
・
ス
テ
ー
ト
・
ド
ラ
イ
ブ
）

へ
の
変
更
だ
。
Ｓ
Ｓ
Ｄ
は
Ｈ
Ｄ
Ｄ

よ
り
も
高
速
か
つ
静
音
性
に
優
れ

る
。
Ｐ
Ｃ
の
起
動
時
間
短
縮
を
、

ハ
ー
ド
面
か
ら
図
っ
た
。
三
つ
目

は
、
移
動
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
か
ら
固

定
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
へ
の
変
更
。
こ

ち
ら
は
不
要
な
通
信
を
削
減
す
る

こ
と
で
、
ソ
フ
ト
面
か
ら
、
ロ
グ

オ
ン
ま
で
に
か
か
る
時
間
を
短
縮

す
る
こ
と
が
狙
い
だ
。
さ
ら
に

Ｐ
Ｃ
約
２
９
０
０
台
、
プ
リ
ン

タ
ー
約
１
５
０
台
の
入
れ
替
え
な

ど
を
予
定
し
て
い
る
と
い
う
。

　

最
後
に
同
部
の
谷
口
公
亮
さ
ん

は
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
便
利
だ

が
、
考
え
を
ま
と
め
る
な
ど
の
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
作
業
に
は
Ｐ
Ｃ

の
ほ
う
が
向
い
て
い
る
。
し
か
し

最
近
は
、
す
べ
て
の
作
業
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
済
ま
せ
て
し
ま

う
学
生
が
増
え
て
い
る
」
と
、
学

生
の
Ｐ
Ｃ
ス
キ
ル
の
低
下
に
警
鐘

を
鳴
ら
し
た
。

　

Ｉ
Ｔ
の
進
歩
が
す
さ
ま
じ
い
今

日
だ
が
、
ま
だ
我
々
人
間
が
直
接

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
操
ら
ね
ば
な

ら
な
い
。
も
し
あ
な
た
が
あ
ま
り

Ｐ
Ｃ
を
使
わ
な
い
な
ら
、
こ
れ
を

機
に
も
っ
と
Ｐ
Ｃ
触
れ
て
み
て
は

い
か
が
だ
ろ
う
か
。

Welcome to KWANSEI !
～新入生への祝辞～

　新入生のみなさん　ご入学おめでとうございます。個人的なことですが私が関西学院大学文学部に入
学をしたのは1969年、今年がちょうど50年目となります。半世紀前の関西学院大学は大学紛争真っ只中、
機動隊に守られて体育館で受験、合格はしたもののキャンパスは過激派学生に完全封鎖され入学式どこ
ろではありません。授業開始は６月30日、やっと８月後半から夏休みになりました。今では考えられな
いような状況の学生生活でしたし、この時、一部の学生たちの暴力的で過激な動きで破壊されたのはキャ
ンパスだけではありませんでした。学生諸君が、自分たちの大学がどうあるべきかを共に考えることも
ほぼなくなってしまいました。でも今年入学されるみなさんにはぜひ、友人や教職員と共に関西学院の
より良いあり方を考えていく大切な仲間であっていただきたいと強く願っています。みなさんのご活躍
を期待します。 We are Kwansei！

　ご入学おめでとうございます。新入生の皆さんは、やり遂げたいたくさんの想いを胸に抱いていることでしょう。
　これから、それぞれ高い専門性に基づいて、社会に存在する様々な課題を追究することが待っています。その
ためには多くの書物を渉猟したり、資料を集めたりすることが欠かせません。本学の図書館は約200万冊の書物と
たくさんの電子情報や映像資料などを提供できる、まさに宝の山です。幅広い専門分野にわたる蔵書は内外から
高く評価されています。図書館に足を運んでみましょう。皆さんが望む書物に必ず出会えるはずです。
　大学図書館は今後も学修に集中できる静謐な空間を提供することはもとより、友人同士でリラックスしながら
学修できる空間など、多様なニーズに応えられる空間を創りだすために努力して行きます。皆さんも、大学図書
館を活用すること、そして図書館で豊かな時をもつことを、どうぞ大学生活での達成目標の一つに加えてください。
　よきキャンパスライフを過ごされますよう、心からお祈りします。

　新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます！ 関西学院大
学を選んでくれてありがとう！ 新しい仲間を迎えられた事を嬉
しく思います。今、たくさんの希望や不安を胸に関西学院大学
の門をくぐってきたことでしょう。大学生活はあなた次第でい
くらでも充実したものにできます。私たち関西学院大学学生連
盟本部、また加盟団体は皆さんの大学生活がより良いものとな
るようサポートしていきます！ 関西学院大学生であることを誇
りを持って、今日から始まる４年間を充実したものにしてくだ
さい！ ではまた、お会いできることを楽しみにしています！

　新入生の皆さん、関西学院大学へのご入学おめでとうございます。教職員、在学生を代表して心から
歓迎いたします。
　現在、ICT技術の発達などによって世界が小さくなりグローバル化が急速に進んでいます。新入生の
皆さんが社会に出て働く頃には、ほとんどの人が仕事の上で海外とのやり取りを行うようになるでしょ
う。そのためにも、英語の運用能力を高めるこことは勿論のこと、大学時代に一度は海外に出て行って
ほしいと思います。アメリカやヨーロッパの大学も、学生の留学を積極的に促進しています。その理由は、
異なった文化や価値観に触れることにあります。言いかえれば、多様性への理解が求められています。
関西学院大学は、2014年度に文部科学省のスーパーグローバル大学創成支援（SGU）事業に採択されま
した。その構想名は「国際性豊かな学術交流の母港『グローバル・アカデミック・ポート』の構築」と
いうものです。その基本にあるのが、入学した学部での学びの他に、①海外留学等のインターナショナ
ルプログラム、②他分野を学ぶ副専攻プログラム、③実践的な学びであるハンズオン・ラーニング・プ
ログラムのいずれかに挑戦するダブルチャレンジ制度です。二つのことに同時に挑戦することによって、
主体性が身につき多様性への理解も深まり、何よりも、未知へのチャレンジ精神が培われると考えます。
第4代院長C.J.Lベーツ先生は、関西学院の建学の精神を“Mastery for Service”（奉仕のための練達）と
いうスクール・モットーとして表現しました。自分の利益のためにだけではなく、世界人類のために自
分を鍛えよと訴えられたのです。皆さんには、関西学院大学での学びにおいて、スクール・モットー

“Mastery for Service”の意味を考えてほしいと思います。
　どうか、自分自身にチャレンジし自己を鍛え、世界に羽ばたいて世界人類の幸福に貢献するという「高
い志」を持ってほしいと心から願います。

関西学院　院長
田淵　結

関西学院大学 大学図書館長
田和　正孝

関西学院大学学生連盟本部 本部長
湊　雅哉

関西学院大学　学長
村田　治
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活
動
は
今
後
も
継
続
し
て
行
っ
て

い
き
た
い
」
と
い
う
。
本
学
の
ブ

ラ
ン
ド
力
向
上
に
努
め
て
い
る
広

報
室
の
活
動
に
、
こ
れ
か
ら
も
注

目
し
て
い
き
た
い
。

　

現
在
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
は

「
答
え
は
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る
。」

シ
リ
ー
ズ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
サ
イ
ト

が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
高
校
生
で

　

２
月
11
日
、
兵
庫
県
立
文
化
芸

術
セ
ン
タ
ー
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
大

ホ
ー
ル
に
て
第
86
回
関
西
学
院
グ

リ
ー
ク
ラ
ブ
リ
サ
イ
タ
ル
が
開
催

さ
れ
た
。
総
動
員
数
は
２
０
０
１

名
で
、
チ
ケ
ッ
ト
は
12
月
中
に
完

売
し
た
と
い
う
。
こ
の
公
演
は
５

つ
の
ス
テ
ー
ジ
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
ア
ン
コ
ー
ル
で
はThriller

も
演
奏
さ
れ
た
。

　

部
長
の
齋
藤
匠
さ
ん
（
神
・
４
）

KGニュース

　

本
学
で
は
、
喫
煙
者
と
非
喫
煙

者
が
共
存
す
る
「
分
煙
」
の
方
針

を
と
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
昨
今

の
状
況
を
見
る
と
、
本
当
に
実
現

で
き
て
い
る
か
に
疑
問
が
残
る
。

　

西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学

生
は
、
Ｂ
号
館
前
の
屋
内
喫
煙
所

や
図
書
館
横
、
商
学
部
棟
前
の
喫

煙
所
を
目
に
す
る
こ
と
が
あ
る
だ

ろ
う
。
そ
こ
で
は
、
指
定
の
場
所

以
外
で
喫
煙
す
る
学
生
や
、
散
乱

す
る
吸
い
殻
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　

学
生
課
の
山
岡
靖
明
さ
ん
は

「
喫
煙
所
以
外
で
喫
煙
す
る
学
生

に
は
、
見
か
け
次
第
注
意
を
し
て

い
る
。
し
か
し
、
喫
煙
は
マ
ナ
ー

や
モ
ラ
ル
の
話
で
あ
り
、
学
生
が

指
導
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
は
な
い

の
で
は
」
と
苦
言
を
呈
す
る
。
喫

煙
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
義
務
教

育
や
高
校
の
間
で
学
ん
で
い
る
は

ず
だ
。
煙
草
の
副
流
煙
に
は
有
害

物
質
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
被

害
は
周
り
の
人
も
受
け
る
。
20
歳

を
超
え
て
、
大
人
の
一
員
で
あ
る

の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
他
人
の
迷

惑
に
つ
い
て
も
考
え
る
よ
う
叱
ら

れ
る
の
は
、
大
人
と
し
て
恥
ず
か

し
い
こ
と
で
は
な
い
か
。

　

一
方
で
、
喫
煙
所
の
数
と
規
模

が
年
々
縮
小
し
て
お
り
、
ス
ペ
ー

ス
が
足
り
な
い
た
め
周
辺
で
吸
っ

て
い
る
と
い
う
声
も
聞
く
。
確
か

に
、
学
内
喫
煙
所
の
ス
ペ
ー
ス
は

狭
い
。
休
み
時
間
に
な
る
と
、
肩

を
ぶ
つ
け
な
が
ら
喫
煙
を
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
と
言
っ

ル
」
の
発
行
を
し
て
い
る
。
今
回

は
受
験
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
、
初

の
試
み
と
な
る
高
校
生
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
た
広
告
を
作
成
し
た
。

　

今
回
、Twitter

やYouTube

で
展
開
し
て
い
る
動
画
は
、
約
６

秒
と
短
い
の
が
特
徴
だ
。
様
々
な

情
報
が
あ
ふ
れ
るTwitter

上
で

は
、
短
い
時
間
の
動
画
は
閲
覧
さ

れ
や
す
く
、
リ
ツ
イ
ー
ト
に
よ

る
拡
散
も
期
待
で
き
る
。
ま
た

YouTube

で
は
、
動
画
再
生
の

前
に
強
制
的
に
視
聴
さ
れ
る
「
バ

ン
パ
ー
広
告
」
と
し
て
、
１
か
月

間
に
約
70
万
回
再
生
さ
れ
た
。
広

報
室
の
齊
藤
基
晴
さ
ん
は
、
工
夫

し
た
点
に
つ
い
て
「
高
校
生
が

タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
広
告
で
は
あ
っ
た

は
「
今
回
の
公
演
で
一
番
力
を
入

れ
た
曲
は
、
第
５
ス
テ
ー
ジ
の

『
テ
ィ
オ
の
夜
の
旅
』
だ
。
こ
の

曲
は
本
公
演
を
以
て
ご
卒
団
さ
れ

た
指
揮
者
の
先
輩
が
、
高
校
時
代

に
混
声
合
唱
で
指
揮
を
し
た
こ
と

の
あ
る
も
の
だ
っ
た
。
今
回
男
声

合
唱
を
す
る
に
あ
た
っ
て
、
混
声

合
唱
と
は
一
味
違
う
、
男
声
合
唱

の
パ
ワ
フ
ル
な
魅
力
を
観
客
の
皆

様
に
お
届
け
で
き
る
よ
う
力
を
入

れ
た
」
と
話
し
た
。

　

ま
た
、
第
４
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

Ｏ
Ｂ
会
で
あ
る
新
月
会
と
高
等
部

グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
の
合
同
ス
テ
ー

ジ
を
行
っ
た
。
新
月
会
の
合
唱
の

特
徴
は
深
く
重
た
い
発
声
で
あ

り
、
現
役
部
員
の
混
声
向
け
の
よ

う
な
軽
め
の
発
声
と
の
す
り
合
わ

せ
に
と
て
も
苦
労
し
た
と
い
う
。

「
今
年
度
の
リ
サ
イ
タ
ル
は
、
ど

の
ス
テ
ー
ジ
も
関
西
学
院
グ
リ
ー

ク
ラ
ブ
の
集
大
成
に
ふ
さ
わ
し
い

も
の
に
な
っ
た
」
と
齋
藤
さ
ん
は

語
っ
た
。

　

関
西
学
院
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
男

性
部
員
69
名
、
女
性
部
員
20
名
の

合
計
89
名
で
、
本
学
西
宮
上
ケ
原

キ
ャ
ン
パ
ス
の
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

ホ
ー
ル
で
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

年
間
に
参
加
し
て
い
る
演
奏
会
の

数
は
学
内
、
学
外
を
合
わ
せ
る
と

30
か
ら
40
公
演
に
も
お
よ
ぶ
。
ま

た
、
全
国
大
会
で
８
年
連
続
金
賞

を
受
賞
す
る
な
ど
、
そ
の
実
績
に

も
定
評
が
あ
る
。

　

齋
藤
さ
ん
は
「
男
声
合
唱
に
関

わ
る
機
会
は
人
生
の
中
で
そ
う
多

く
は
な
い
。
関
西
学
院
グ
リ
ー
ク

ラ
ブ
は
学
生
団
体
の
中
で
も
大
変

素
晴
ら
し
い
環
境
が
整
っ
て
い
る

の
で
、
こ
の
機
会
に
男
声
合
唱
に

触
れ
て
み
る
の
は
い
か
が
だ
ろ
う

か
。
も
ち
ろ
ん
初
心
者
も
大
歓
迎

で
あ
る
。
大
学
で
何
を
し
よ
う
か

迷
っ
て
い
る
新
入
生
は
一
度
見
学

に
来
て
欲
し
い
」
と
新
入
生
へ

メ
ッ
セ
ー
ジ
も
送
っ
た
。

　

関
西
で
の
次
回
公
演
は
６
月
24

日
に
京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
る
。
今
春
か
ら
新
た
な
動

き
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
と
い
う

グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
。
彼
ら
の
今
後
の

活
動
は
必
見
で
あ
る
。

が
、
高
校
生
以
外
の
方
が
見
て
も

共
感
い
た
だ
け
る
よ
う
に
意
識

し
た
」
と
い
う
。
最
終
的
に
は
、

キ
ャ
ン
パ
ス
の
美
し
さ
を
訴
求
し

つ
つ
、
高
校
生
に
本
学
を
さ
ら
に

知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
広
告
が

完
成
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
登
場
す
る
人
物

は
、
全
員
が
本
学
の
学
生
だ
。
体

育
会
や
応
援
団
総
部
に
出
演
を
依

頼
し
た
ほ
か
、
一
般
の
学
生
に
対

し
て
は
そ
の
場
で
出
演
許
可
を
も

ら
っ
て
撮
影
を
行
っ
た
。「
外
部

の
役
者
に
よ
る
演
技
で
は
伝
わ
ら

な
い
、
関
学
生
の
リ
ア
ル
な
姿
を

発
信
で
き
た
と
思
う
」
と
齊
藤
さ

ん
は
話
し
た
。

　

将
来
に
つ
い
て
は
「
シ
リ
ー
ズ

と
し
て
展
開
し
て
い
く
か
は
わ
か

ら
な
い
が
、
高
校
生
向
け
の
広
報

は
な
く
て
も
、
ぜ
ひ
一
度
チ
ェ
ッ

ク
し
て
み
て
ほ
し
い
。（
Ｔ
・
Ｎ
）

清掃活動をする法学部学生自治会員たち

シンプルな構図が目をひく広告

リサイタルの様子

　

昨
年
12
月
か
ら
、
本
学
の
ホ
ー 

ム
ペ
ー
ジ
やTwitter

、YouTube

上
に
お
い
て
「
答
え
は
キ
ャ
ン
パ

ス
に
あ
る
。」
と
い
う
シ
リ
ー
ズ

広
告
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
は
ご

存
じ
だ
ろ
う
か
。
本
学
の
キ
ャ
ン

パ
ス
風
景
を
バ
ッ
ク
に
、
大
学
生

活
や
青
春
に
ま
つ
わ
る
「
問
題
」

が
提
示
さ
れ
た
、
非
常
に
シ
ン
プ

ル
な
デ
ザ
イ
ン
の
広
告
だ
。
２
月

末
時
点
で
ポ
ス
タ
ー
写
真
は
15

枚
、
動
画
は
７
本
が
投
稿
さ
れ
て

い
る
。

　

今
回
の
広
告
を
手
掛
け
た
の

は
、
本
学
の
広
報
室
だ
。
広
報
室

は
、
主
に
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

Twitter

ア
カ
ウ
ン
ト
の
運
用
、

そ
し
て
広
報
誌
「
関
学
ジ
ャ
ー
ナ

て
、
喫
煙
所
外
で
吸
っ
て
い
い
と

い
う
理
由
に
は
な
ら
な
い
。

　

法
学
部
学
生
自
治
会
で
は
、
Ｂ

号
館
の
喫
煙
所
周
辺
の
吸
い
殻
清

掃
を
行
っ
て
い
る
。
目
に
見
え
る

形
で
清
掃
を
行
っ
て
い
る
間
は
、

喫
煙
者
も
屋
内
で
喫
煙
し
て
く
れ

る
そ
う
だ
。「
学
生
が
大
学
側
へ

要
望
を
出
す
な
ら
、
ま
ず
は
自
分

た
ち
自
身
が
ル
ー
ル
を
守
っ
て
ほ

し
い
」
会
長
の
福
森
啓
司
さ
ん

（
法
・
３
）
は
そ
う
語
っ
た
。

　

ま
た
、
非
喫
煙
者
か
ら
の
声
ば

か
り
届
き
、
喫
煙
者
か
ら
の
意
見

が
ほ
と
ん
ど
聞
こ
え
て
こ
な
い
の

も
問
題
で
あ
る
。
学
長
室
の
細
間

椋
さ
ん
も
「
昨
年
度
は
学
生
の
喫

煙
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
、
多
く
の
非

喫
煙
者
か
ら
意
見
が
寄
せ
ら
れ

た
。
喫
煙
者
も
規
制
に
文
句
を
言

う
の
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
た
ち

も
『
こ
う
だ
っ
た
ら
気
持
ち
よ
く

喫
煙
で
き
る
』
と
い
っ
た
意
見
を

出
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

　

こ
の
問
題
は
、
大
学
が
た
だ
規

制
を
す
れ
ば
終
わ
る
問
題
で
は
な

い
。喫
煙
者
全
員
が
自
覚
を
持
ち
、

取
り
組
む
べ
き
問
題
だ
。
法
学
部

学
生
自
治
会
の
よ
う
に
、
真
剣
に

問
題
に
向
き
合
っ
て
い
る
学
生
も

い
る
。
喫
煙
者
と
非
喫
煙
者
も
共

存
の
た
め
に
も
、
ま
ず
は
自
分
の

行
い
を
振
り
返
り
、
ど
う
す
る
べ

き
か
考
え
て
ほ
し
い
。（
Ａ
・
Ｍ
）

響く金賞の歌声
第86回関西学院

グリークラブリサイタル

学
内
喫
煙
問
題

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
美
し
く
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ト
が
あ
る
の
か
を
見
て
み
よ
う
。 

留
学
で
身
に
つ
く
能
力
は
、
外
国

語
能
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
な
ど
様
々
で
あ
る
。
卒
業
生

に
「
在
学
中
に
身
に
つ
け
た
か
っ

た
能
力
は
」
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
う
と
、60
％
以
上
の
人
が「
外

国
語
能
力
」
を
挙
げ
て
い
る
。
そ

れ
だ
け
の
卒
業
生
が
、
外
国
語
の

習
得
を
し
な
か
っ
た
こ
と
に
後
悔

し
て
い
る
。
ま
た
、
企
業
が
求
め

る
能
力
に
含
ま
れ
る
外
国
語
能
力

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
な
ど

は
、
留
学
で
鍛
え
ら
れ
る
こ
と
も

多
い
。

留
学
に
か
か
る
費
用

　

留
学
に
掛
か
る
費
用
も
気
に
な

る
と
こ
ろ
だ
が
、
本
学
の
短
期
留

学
で
は
平
均
50
万
円
、
中
期
留
学

で
は
平
均
１
２
０
万
円
ほ
ど
必
要

と
な
る
。
交
換
留
学
に
つ
い
て
は

授
業
料
は
相
殺
に
な
る
。 

留
学

の
費
用
を
み
る
と
、
な
か
な
か
一

歩
を
踏
み
出
せ
な
い
人
も
多
い
。

こ
う
い
っ
た
人
の
た
め
に
本
学
で

は
、
奨
学
金
制
度
が
準
備
さ
れ
て

い
る
。
申
請
者
全
員
に
支
給
さ
れ

る
奨
学
金
も
あ
る
た
め
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ

Ｃ
発
行
の
募
集
要
項
で
確
認
が
重

要
だ
。

新
入
生
に
向
け
て

　

最
後
に
木
瀬
さ
ん
は
「
新
入
生

の
方
に
は
情
報
収
集
を
進
め
て
ほ

し
い
で
す
。
留
学
に
行
き
た
い
と

思
っ
た
時
に
す
ぐ
に
行
動
で
き
る

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
4
年
間
の
限
ら
れ
た
大
学
生

活
で
は
、
何
も
し
な
い
の
が
一
番

も
っ
た
い
な
い
の
で
、
充
実
し
た

学
生
生
活
に
す
る
た
め
の
一
つ
の

選
択
肢
と
し
て
『
留
学
』
を
入
れ

て
ほ
し
い
で
す
」
と
語
っ
た
。
ぜ

ひ
新
入
生
の
方
に
は
、
自
分
な
り

の
選
択
肢
を
見
つ
け
て
、
大
学
生

活
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
。

KGニュース

震災を　　　　　　　　　
　『忘災化』させないために
震災を　　　　　　　　　
　『忘災化』させないために

論説日 進 月 歩日 進 月 歩
　

日
本
は
「
地
震
大
国
」
と
呼
ば

れ
て
久
し
い
。
地
震
は
プ
レ
ー
ト

の
境
目
の
ひ
ず
み
に
よ
っ
て
発
生

す
る
、
自
然
災
害
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
プ
レ
ー
ト
の
境
目
に
あ

る
国
で
は
、
地
震
の
発
生
回
数
が

大
陸
国
と
比
べ
多
い
。

　

中
で
も
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
5.5

以
上
の
地
震
の
頻
度
を
見
る
と
、

日
本
は
年
１
・
14
回
と
な
っ
て
お

り
、
中
国
の
2.1
回
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
１
・
62
回
、
イ
ラ
ン
の
１
・

43
回
に
次
ぐ
、
世
界
第
4
位
の
地

震
大
国
と
な
っ
て
い
る
。

　

中
国
が
巨
大
地
震
の
発
生
頻
度

が
一
番
多
い
国
だ
が
、
国
土
面
積

も
広
大
な
の
で
特
定
地
域
に
お
け

る
被
災
確
率
は
高
く
な
い
と
考
え

ら
れ
る
。
逆
に
、
小
国
で
頻
度
が

高
け
れ
ば
被
災
確
率
は
高
ま
る
。

つ
ま
り
日
本
は
、
こ
れ
ら
の
国
よ

り
被
災
確
率
が
高
い
の
だ
。

　

今
も
、
日
本
の
ど
こ
か
で
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
1
～
2
程
度
の
小
規

模
地
震
が
起
こ
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
小
規
模
地
震
は
一
日
に
１

衛
隊
が
救
出
し
た
（
公
助
）。
そ

の
な
か
で
近
隣
住
民
に
よ
り
救
出

さ
れ
た
人
は
約
80
％
が
生
存
し
て

い
た
の
に
対
し
、
警
察
な
ど
に
よ

り
救
出
さ
れ
た
人
の
生
存
率
は
、

到
着
時
間
が
か
か
っ
た
影
響
な
ど

で
約
50
％
に
留
ま
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」

は
災
害
時
に
そ
の
力
を
い
か
ん
な

く
発
揮
す
る
。

　

し
か
し
、
現
代
で
は
こ
れ
ら
の

つ
な
が
り
が
希
薄
化
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
世
論
は
危
惧
し
て

い
る
。
防
災
に
関
す
る
知
識
不
足

（
自
助
）
や
共
働
き
で
マ
ン
シ
ョ

ン
居
住
者
の
増
加
な
ど
に
よ
る
横

の
つ
な
が
り
の
減
少
（
共
助
）
な

ど
だ
。
こ
の
状
況
が
続
く
と
、
災

害
時
に
十
分
に
連
携
が
取
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
い
、
混
乱
が
増
大
す

る
可
能
性
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
な
ら
な
い
た
め
に

対
策
と
し
て
「
防
災
教
育
」
が
挙

げ
ら
れ
る
。「
防
災
教
育
」
と
は
、

将
来
起
こ
り
う
る
災
害
か
ら
自
ら

の
命
を
守
る
た
め
に
災
害
発
生
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
学
び
、
社
会
と
地

域
の
現
状
を
学
ぶ
。
災
害
発
生
時

の
対
処
の
仕
方
を
学
び
、そ
し
て
、

そ
れ
を
実
践
に
移
す
こ
と
が
防
災

教
育
の
目
標
で
あ
る
。

　

文
部
科
学
省
は
①
災
害
時
に
お

け
る
危
険
を
認
識
し
、
日
常
的
な

備
え
を
行
う
と
と
も
に
、
的
確
な

判
断
の
下
に
、
自
ら
の
安
全
を
確

保
す
る
た
め
の
行
動
が
で
き
る
。

②
災
害
発
生
時
及
び
事
後
に
、
進

ん
で
他
の
人
々
や
集
団
、
地
域
の

安
全
に
役
立
つ
こ
と
が
で
き
る
。

③
自
然
災
害
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
は
じ
め
と
し
て
、
地
域
の
自
然

環
境
、
災
害
や
防
災
に
つ
い
て
の

基
礎
的
・
基
本
的
事
項
を
理
解
で

き
る
。
こ
の
３
つ
を「
防
災
教
育
」

の
指
針
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
防
災
教
育
に
も
、
課

回
や
２
回
程
度
発
生
し
て
い
る

が
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
6
～
７
の

巨
大
地
震
は
長
期
的
な
周
期
を

も
っ
て
発
生
し
て
い
る
。

　

巨
大
地
震
の
典
型
的
な
例
は

１
９
９
５
年
の
阪
神
淡
路
大
震

災
、
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震

災
や
２
０
１
６
年
の
熊
本
地
震
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
今
後

30
年
以
内
に
70
％
の
確
率
で
南
海

ト
ラ
フ
地
震
が
発
生
す
る
と
の
予

測
が
あ
る
。

　

こ
う
い
っ
た
状
況
の
中
で
肝
心

と
な
る
の
は
防
災
活
動
で
あ
る
。

防
災
活
動
と
は
、
地
震
な
ど
を
含

む
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め

に
行
わ
れ
る
取
り
組
み
で
あ
る
。

　

防
災
活
動
を
体
現
す
る
言
葉
と

し
て
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
が

あ
る
。「
自
助
」
と
は
、
家
庭
で

日
頃
か
ら
災
害
に
備
え
た
り
、
災

害
時
に
は
事
前
に
避
難
し
た
り
す

る
な
ど
、自
分
で
守
る
事
を
言
う
。

「
共
助
」
と
は
、
地
域
の
災
害
時

要
援
護
者
の
避
難
に
協
力
す
る
こ

と
や
、
地
域
住
民
と
消
火
活
動
を

行
う
な
ど
、
周
り
の
人
た
ち
と
共

に
助
け
合
う
こ
と
で
あ
る
。「
公

助
」
と
は
、
市
役
所
や
消
防
・
警

察
に
よ
る
救
助
活
動
や
支
援
物
資

の
提
供
な
ど
、
公
的
支
援
の
こ
と

を
言
う
。
災
害
時
に
は
「
自
助
・

共
助
・
公
助
」
が
互
い
に
連
携
し

一
体
と
な
る
こ
と
で
、
被
害
を
最

小
限
に
で
き
る
と
同
時
に
、
早
期

の
復
旧
に
つ
な
が
る
。

　

こ
の
「
自
助
・
共
助
・
公

助
」
の
力
が
確
認
さ
れ
た
の
が
、

１
９
９
５
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災

で
あ
る
。
特
に
「
自
助
」
と
「
共

助
」
が
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

た
。
阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
家
屋

な
ど
の
下
敷
き
と
な
っ
た
人
の
う

ち
、80
％
が
自
力
で
脱
出（
自
助
）、

16
％
は
近
隣
住
民
が
救
出
（
共

助
）、
4
％
は
警
察
・
消
防
・
自

題
を
は
ら
ん
で
い
る
。
教
育
現
場

で
は
、
知
識
・
経
験
不
足
へ
の
不

安
や
学
事
日
程
・
指
導
計
画
・
経

費
と
の
兼
ね
合
い
、
実
施
し
て
も

継
続
で
き
な
い
と
い
う
点
か
ら
防

災
教
育
の
実
施
に
踏
み
切
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

　

で
は
教
科
化
し
て
、
時
間
を
確

保
し
て
教
育
す
れ
ば
よ
い
と
い
う

声
も
あ
る
が
、
各
教
育
委
員
会
の

対
応
は
冷
や
や
か
だ
。
文
部
科
学

省
中
央
教
育
審
議
会
も
、
学
年
ご

と
の
課
題
を
整
理
し
て
、
指
導
要

領
改
訂
と
防
災
教
育
の
教
科
化
を

視
野
に
入
れ
た
検
討
を
行
っ
て
い

る
。
全
国
都
道
府
県
教
育
委
員
会

連
合
会
に
よ
る
調
査
報
告
書
に
よ

る
と
、
防
災
教
育
教
科
化
に
対
し

て
47
都
道
府
県
中
32
県
が
「
必
要

な
い
」と
回
答（
68
％
）し
て
い
る
。

　

こ
こ
が
一
番
重
要
な
点
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
確
か
に
、
防
災
教

育
を
教
科
化
す
れ
ば
、
授
業
を
担

当
す
る
教
師（
防
災
教
育
指
導
者
）

の
人
材
育
成
な
ど
も
行
わ
な
け
れ

ば
い
け
な
く
な
る
。
教
科
化
の
話

だ
け
が
進
め
ば
現
場
と
の
か
い
離

は
大
き
く
な
る
。

　

し
か
し
、
教
科
化
し
な
け
れ
ば

防
災
意
識
は
身
に
つ
か
な
い
。
現

在
の
義
務
教
育
現
場
で
は
、
避
難

訓
練
等
で
し
か
防
災
と
い
う
も
の

に
触
れ
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な

状
況
が
続
く
と
、
天
変
地
異
な
ど

に
対
応
で
き
な
い
。

　

そ
の
中
で
も
、
最
も
危
惧
し
て

い
る
の
は
「
忘
災
」
化
で
あ
る
。 

「
忘
災
」
と
は
文
字
の
ご
と
く
災

害
を
忘
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。人
間
に
は
記
憶
が
あ
り
、日
々

上
書
き
さ
れ
て
い
る
。
被
災
地
以

外
の
人
に
と
っ
て
災
害
と
は
、
情

報
の
羅
列
で
あ
り
、上
書
き
さ
れ
、

忘
れ
去
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
災

害
を
忘
れ
る
こ
と
は
学
ぶ
べ
き
教

訓
を
雑
多
な
情
報
で
洗
い
流
し
て

　

本
学
の
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル

大
学
創
成
支
援
事
業
に
つ
い
て
シ

リ
ー
ズ
で
お
伝
え
し
て
い
る
「
追

跡
‼
Ｓ
Ｇ
Ｕ
」。
今
回
は
、
新
入

生
歓
迎
号
と
し
て
、特
別
企
画「
入

学
し
た
て
だ
け
ど
、
夏
休
み
の
留

学
は
ど
う
で
す
か
？
」
と
い
う
観

点
か
ら
留
学
を
紹
介
す
る
。
本
学

こ
れ
ら
の
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は

２
０
１
７
年
度
実
績
で
年
間
約

１
５
０
０
人
が
参
加
し
た
。

１
回
生
に
留
学
を
勧
め
る
理
由

　

こ
の
よ
う
に
本
学
で
は
、
留
学

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
な

ぜ
1
回
生
の
夏
休
み
に
留
学
を
勧

め
る
の
か
。
木
瀬
さ
ん
に
よ
る
と

二
つ
の
理
由
に
よ
っ
て
留
学
を
勧

め
て
い
る
。

　

一
つ
目
は
、
1
回
生
の
う
ち
に

留
学
に
行
く
と
、
今
後
の
活
動
の

選
択
肢
が
増
え
る
と
い
う
こ
と

だ
。
一
例
と
し
て
、
1
回
生
の
夏

休
み
に
外
国
語
研
修
に
参
加
し
、

新
た
な
発
見
を
得
て
2
回
生
で
交

換
留
学
や
中
期
留
学
に
参
加
す
る

と
い
う
人
も
増
え
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
、
留
学
は
そ
の
後
の
学
生

生
活
を
大
き
く
動
か
す
。
特
に
1

回
生
の
う
ち
に
留
学
に
行
く
と
得

ら
れ
る
影
響
も
大
き
い
。
今
後
の

学
生
生
活
の
選
択
肢
を
一
つ
で
も

多
く
増
や
す
た
め
に
、
留
学
を
勧

め
て
い
る
。

　

二
つ
目
は
、
出
願
時
期
の
関
係

だ
。
留
学
の
出
願
時
期
は
、
半
年

以
上
の
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
出

発
の
半
年
～
1
年
前
に
設
定
さ
れ

て
い
る
。
留
学
に
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
人
で
も
、
タ
イ
ミ
ン

グ
を
逃
し
て
し
ま
う
と
、
参
加
で

き
る
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
数
が

減
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
学
年
が

上
が
る
ほ
ど
、
ゼ
ミ
や
就
職
活
動

な
ど
の
た
め
留
学
に
行
き
に
く
く

な
る
傾
向
が
あ
る
。し
た
が
っ
て
、

時
間
的
に
も
余
裕
が
あ
る
1
回
生

の
こ
の
時
期
に
積
極
的
に
情
報
収

集
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

留
学
の
メ
リ
ッ
ト 

　

今
ま
で
、
1
回
生
の
う
ち
に
留

学
に
行
く
べ
き
理
由
を
紹
介
し
て

き
た
が
、
実
際
に
留
学
に
行
く
こ

と
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ

第18回追跡!! SGU
１回生の夏休みだけど　　　　
　　　　留学はどうですか？

で
は
、
Ｓ
Ｇ
Ｕ
事
業
に
関
す
る
５

つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
「
協
定
に
基

づ
く
海
外
派
遣
学
生
数
日
本
一
」

を
掲
げ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
留

学
は
こ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
最
も
重

要
な
位
置
づ
け
だ
。
で
は
、
な
ぜ

入
学
し
た
て
の
1
回
生
に
留
学
を

勧
め
る
の
か
。
今
回
は
、
留
学
の

支
援
を
行
っ
て
い
る
国
際
連
携
機

構
事
務
部
の
木
瀬
洋
美
さ
ん
に
話

を
聞
い
た
。

留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
種
類 

　

本
学
の
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

は
、
各
学
部
が
行
っ
て
い
る
も
の

と
、
国
際
教
育
・
協
力
セ
ン
タ
ー

（
Ｃ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
）
が
主
体
と
な
っ
て

提
供
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
こ

れ
ら
２
つ
の
違
い
と
し
て
は
「
専

門
性
」
が
あ
る
。
各
学
部
が
行
っ

て
い
る
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
学
部

の
学
び
を
深
め
る
た
め
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
多
い
が
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
で
は

全
学
部
の
学
生
を
対
象
と
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
る
。
Ｃ

Ｉ
Ｅ
Ｃ
が
提
供
し
て
い
る
留
学
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
大
き
く
３
つ
の

形
態
が
あ
る
。
１
カ
月
ほ
ど
の
短

期
型
、
約
４
カ
月
の
中
期
型
、
半

年
か
ら
１
年
ほ
ど
の
中
長
期
型

だ
。
留
学
の
目
的
別
に
み
て
も
多

種
多
様
な
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ

る
。
短
期
留
学
、
中
期
留
学
は
主

に
語
学
の
習
得
を
目
的
と
し
て
い

る
。
交
換
留
学
は
あ
る
程
度
の
語

学
力
を
持
っ
て
い
る
学
生
が
、
専

門
的
な
講
義
を
海
外
の
大
学
で
受

講
し
、
単
位
を
取
得
す
る
も
の

だ
。
ま
た
、
語
学
習
得
以
外
に
国

際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
、
カ
ナ

ダ
の
３
大
学
と
協
働
で
行
わ
れ
て 

い
るCross-Cultural College 

（CCC

）、
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
る
。

本
学
は
、
約
45
ヵ
国
・
地
域
、
約

２
２
０
校
の
海
外
大
学
と
協
定
を

結
び
、
学
生
を
派
遣
し
て
い
る
。

し
ま
う
。
最
終
的
に
は
、
命
を
失

う
リ
ス
ク
が
高
ま
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。
未
来
の
命
を
守
る

た
め
に
も
、
防
災
教
育
が
い
ち
早

く
確
立
さ
れ
る
社
会
に
な
っ
て
ほ

し
い
。
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春の恒例企画

クラブ探訪記2018
　新入生を迎えるかのように、桜の花が咲き誇るこの季節。

新しい出会いや様々な経験をするのにはうってつけの季節

である。新入生に向けて送る関西学院大学新聞、恒例企画

の「クラブ探訪記」を見て、大学生活の新たな一歩を踏み

出してほしい。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
試
合
に
は
応
援
が

欠
か
せ
な
い
。
本
学
体
育
会
の
試

合
で
は
、
学
生
服
を
着
た
応
援
団

総
部
指
導
部
員
が
応
援
を
鼓
舞
す

る
。
選
手
と
も
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と

も
違
う
立
場
で
、
頑
張
る
人
を
支

え
た
い
。
そ
ん
な
学
生
を
応
援
団

総
部
指
導
部
は
求
め
て
い
る
。

　

応
援
団
総
部
指
導
部
は
総
勢
９

名
が
所
属
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ

の
う
ち
女
性
部
員
が
４
名
と
、
全

国
で
も
珍
し
い
部
で
あ
る
。

　

普
段
の
活
動
は
、
平
日
の
昼
休

み
に
応
援
練
習
を
行
う
。
休
日
は

試
合
の
応
援
や
、
地
域
の
方
や
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
依
頼
で
応
援
を
し
に

行
く
の
が
主
だ
。
特
に
４
・
５
月
、

９
・
10
月
は
試
合
が
集
中
し
て
お

り
、
引
っ
張
り
だ
こ
だ
と
い
う
。

ほ
か
に
も
、
関
関
同
立
（
本
学
・

関
西
大
学
・
同
志
社
大
学
・
立
命

館
大
学
）
間
で
の
応
援
団
同
士
で

の
交
流
も
あ
る
。
毎
年
９
月
に
は

京
都
で
関
西
四
私
立
大
学
応
援
団

連
盟
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
「
四
雄
の

宴
」が
開
催
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、

他
大
学
生
と
も
非
常
に
濃
い
交
流

が
で
き
る
と
い
う
。

　

「
応
援
団
と
い
う
こ
と
で
、

ハ
ー
ド
ル
が
高
く
感
じ
る
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
、
技
術
も
経
験

も
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
は
一
緒
だ
。

男
女
も
体
格
も
、
経
験
も
問
わ
な

い
。や
る
気
が
あ
れ
ば
大
歓
迎
だ
」

指
導
部
長
で
応
援
団
総
部
長
で
も

あ
る
平
岡
岳
さ
ん
（
法
・
４
）
は

そ
う
語
る
。
平
岡
さ
ん
自
身
、
高

校
時
代
は
文
芸
部
だ
っ
た
そ
う

だ
。
し
か
し
、
入
部
し
応
援
し
た

後
の
「
あ
り
が
と
う
」
を
受
け
、

誰
か
の
た
め
に
な
っ
た
実
感
が
励

み
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
新
入
生
に
は
「
関
学
で

の
４
年
間
を
悔
い
の
な
い
選
択

を
、
よ
か
っ
た
と
思
え
る
学
生
生

活
を
送
っ
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル

を
送
っ
た
。 

（
Ａ
・
Ｍ
）

基本情報
活動場所：旧学生会館屋上・
　　　　　新学生会館屋内体操場 
活動日時：平日の昼休み
部　員　数：９人
連　絡　先：平岡　岳（法・４）
　　　　　080−4260−1348
　　　　　spwf.hgskt@gmail.com

基本情報
活動場所：新学生会館２階

活動日時：平日の授業のない時間

部　員　数：20人

連　絡　先：岩瀬　晃人（経・３）
　　　　　080−8035−5327

年間スケジュール
４月　春の個人戦

６月　春の団体戦

10月　秋の個人戦

11月　秋の団体戦

年間スケジュール
４月　入学式演舞、新歓デモンストレーション
５月　そんなあなたを応援します
６月　総合関関戦前夜祭、本戦
８月　オープンキャンパス演舞
９月　夏合宿、連盟祭
11月　総部祭
１月　ライスボウル応援

基本情報
活動場所：新学生会館２階
　　　　　総部放送局局室など
活動日時：月４回ほど、不定期

部　員　数：100人

連　絡　先：入江　薫（神・３）
　　　　　080−8558−7340

年間スケジュール
４月　春の放送祭
５月　新人番組作成・試写会
８月　各パート夏合宿
11月　秋の放送祭
　　　ミスキャンパス司会
２月　各パート春合宿

　

本
学
の
学
生
に
と
っ
て
は
、
と

て
も
身
近
な
総
部
放
送
局
。
昼
休

み
の
放
送
と
、
Ｋ
Ｇ
Ｂ
の
愛
称
で

親
し
ま
れ
て
い
る
。

　

昼
の
放
送
以
外
に
も
ミ
ス
キ
ャ

ン
パ
ス
の
司
会
や
プ
ロ
野
球
の
二

軍
試
合
を
実
況
す
る
な
ど
、
活
動

の
幅
は
広
い
。
様
々
な
学
内
の
依

頼
に
応
え
、
出
張
す
る
こ
と
も
あ

る
と
い
う
。
ま
た
４
月
10
日
の
昼

休
み
に
は
、
本
学
体
育
会
陸
上
競

技
部
の
多
田
修
平
選
手
を
招
い
た

生
放
送
を
行
う
予
定
だ
。
部
員
数

も
多
く
、
80
名
も
の
部
員
が
ア
ナ

ウ
ン
ス
、
音
響
な
ど
様
々
な
パ
ー

ト
に
分
か
れ
て
活
動
し
て
い
る
。

　

部
員
の
喜
多
祐
輔
さ
ん
（
社
・

３
）
は
「
一
年
を
無
為
に
過
ご
さ

ず
に
活
動
で
き
る
」
と
局
の
魅
力

を
語
る
。
規
模
の
大
き
さ
の
と
お

り
、
活
動
は
非
常
に
本
格
的
。
そ

れ
も
そ
の
は
ず
、
番
組
内
容
や 

Ｃ
Ｍ
の
制
作
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
、
音

響
な
ど
全
て
自
分
た
ち
で
行
っ
て

い
る
の
だ
。
し
か
も
部
員
間
の
仲

は
良
く
、
部
の
雰
囲
気
は
穏
や
か

だ
と
い
う
。

　

最
後
に
喜
多
さ
ん
は
「
早
め
に

目
標
を
見
つ
け
、
そ
れ
に
向
か
っ

て
進
ん
で
ほ
し
い
。
何
も
な
い
な

ら
、
何
か
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
し
ま

う
の
も
い
い
と
思
う
」
と
、
新
入

生
へ
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
送
っ
た
。

　

昼
の
放
送
を
は
じ
め
、
西
宮

上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に
通
う
学
生

に
と
っ
て
、
当
た
り
前
に
あ
る
部

が
Ｋ
Ｇ
Ｂ
だ
。
し
か
し
、
そ
れ
ら

は
大
勢
の
部
員
の
高
い
ス
キ
ル
に

よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
新
入

生
も
き
っ
と
す
ぐ
に
、
な
い
と
落

ち
着
か
な
い
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

将
棋
―
。
81
マ
ス
の
盤
上
で
繰

り
広
げ
ら
れ
る
頭
脳
戦
。
考
え
も

し
な
か
っ
た
よ
う
な
手
が
、
勝
負

の
決
め
手
に
な
る
。
大
学
に
入
っ

て
、
何
か
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し

て
み
た
い
、
趣
味
を
見
つ
け
た
い

と
思
っ
て
い
る
人
に
は
文
化
総
部

将
棋
部
が
お
す
す
め
だ
。

　

将
棋
部
は
、
普
段
決
ま
っ
た
曜

日
に
活
動
す
る
と
い
う
も
の
は
な

く
、
平
日
の
授
業
の
な
い
時
間
に

各
自
が
部
室
で
活
動
す
る
方
針
を

と
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
ア
ル

バ
イ
ト
や
授
業
を
気
に
す
る
こ
と

な
く
、
自
分
の
好
き
な
時
間
に
将

棋
を
指
す
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、

将
棋
部
が
参
加
す
る
大
会
に
は
、

個
人
戦
と
団
体
戦
の
２
種
類
が
有

り
、
部
員
た
ち
は
こ
れ
ら
の
大
会

に
向
け
切
磋
琢
磨
し
て
い
る
。

　

部
長
の
岩
瀬
晃
人
さ
ん
（
経
・

３
）
は
「
将
棋
を
ま
っ
た
く
や
っ

た
こ
と
の
な
い
初
心
者
の
方
で
も

気
軽
に
こ
こ
に
来
て
く
だ
さ
い
。

も
ち
ろ
ん
将
棋
の
強
い
人
も
歓
迎

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
将
棋
は
礼

儀
作
法
や
集
中
力
、
思
考
力
が
身

に
つ
く
の
で
、
将
来
役
に
立
ち
ま

す
」
と
語
っ
た
。

　

羽
生
善
治
竜
王
の
永
世
七
冠
奪

取
や
、
藤
井
聡
太
六
段
の
ス
ピ
ー

ド
昇
段
な
ど
、
将
棋
ブ
ー
ム
だ
と

い
わ
れ
る
昨
今
、
将
棋
に
触
れ
た

い
と
思
う
人
は
多
い
だ
ろ
う
。
そ

う
い
っ
た
人
は
、
将
棋
部
の
門
戸

を
叩
い
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
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基本情報
活動場所：吉岡記念館２階研修室１
活動日時：火曜日の昼休みと
　　　　　金曜日の17時～20時
部　員　数：15人
連　絡　先：髙木　悠（人福・３）
　　　　　drm29394@kwansei.ac.jp

基本情報
活動場所：新学生会館３階和室１

活動日時：火曜日の放課後
　　　　　休日 月２回程度

部　員　数：40人

連　絡　先：早川　美希（文・３）
　　　　　mikikippe@gmail.com

基本情報
活動場所：新学生会館３階
　　　　　新聞総部部室
活動日時：金曜日の19時～
部　員　数：７人
連　絡　先：中村　達彦（商・３）
　　　　　kgpress2009@yahoo.co.jp
　　　　　Twitter　@kg_shinbun

年間スケジュール
４月　新歓
５月～６月頃　ヌーンコンサート
８月　夏休み練習開始
９月　合宿
11月　新月祭コンサート
12月　クリスマスコンサート
３月　春休み練習開始

年間スケジュール
４月　新歓散策
５月　新歓散策
６月　部内散策
７月　部内散策
８月　部内散策
９月　夏合宿、部内散策
10月　部内散策
11月　引退散策
３月　春合宿

年間スケジュール
４月　新聞発行、新歓
５月　新聞発行
７月　新聞発行、上半期総会
９月　合宿
10月　新聞発行、新月祭取材（三田）
11月　新月祭取材（上ケ原・聖和）
12月　新聞発行、下半期総会
２月　新聞発行

　

普
段
は
吉
岡
記
念
館
で
活
動
し

て
い
る
、
宗
教
音
楽
委
員
会
傘
下

団
体
の
関
西
学
院
ゴ
ス
ペ
ル
ク
ワ

イ
ア
を
紹
介
し
よ
う
。

　

関
西
学
院
ゴ
ス
ペ
ル
ク
ワ
イ

ア
は
、
社
会
学
部
の
宗
教
主
事
を

務
め
る
打う

て

樋び

啓け
い

史じ

教
授
と
当
時

の
学
生
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
に
よ
っ

て
、
２
０
０
０
年
に
創
設
さ
れ

た
。
ゴ
ス
ペ
ル
と
は
、
黒
人
奴

隷
た
ち
が
救
い
を
求
め
る
歌
を

作
っ
た
こ
と
が
も
と
で
生
ま
れ

た
、
ア
メ
リ
カ
発
祥
の
宗
教
音
楽

で
あ
る
。
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
や

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
と
い
っ
た
、
身
体

を
大
き
く
使
っ
て
歌
を
表
現
す

る
こ
と
が
特
徴
だ
。
直
立
不
動
で

歌
う
一
般
的
な
合
唱
と
は
違
い
、

ゴ
ス
ペ
ル
は
よ
り
自
然
体
で
歌

う
こ
と
が
で
き
る
。
部
長
の
中
川

聡
さ
ん
（
文
・
３
）
は
「
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
、
自
由
に
歌

を
楽
し
め
る
の
が
ゴ
ス
ペ
ル
の

魅
力
で
す
」
と
語
る
。

　

部
の
主
な
行
事
と
し
て
は
、
昼

休
み
に
開
催
さ
れ
る
ヌ
ー
ン
コ
ン

　

大
学
に
入
っ
た
け
れ
ど
、
自
分

と
趣
味
の
合
う
友
達
は
い
る
だ
ろ

う
か
。
大
学
生
活
を
友
達
と
楽
し

く
過
ご
し
た
い
。
そ
ん
な
新
入
生

に
お
す
す
め
な
の
が
、
文
化
総
部

古
美
術
研
究
ク
ラ
ブ
だ
。

　

古
美
術
研
究
ク
ラ
ブ
の
主
な
活

動
は
、
月
１
回
の
散
策
だ
。
古
美

術
と
聞
い
て
大
半
の
人
は
、
壺
や

掛
け
軸
な
ど
を
思
い
浮
か
べ
る
人

が
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
古
美
術
研
究
ク
ラ
ブ
で

は
、
お
寺
巡
り
を
行
う
。
壺
や
掛

け
軸
を
扱
う
美
術
館
は
あ
ま
り
メ

イ
ン
に
は
な
ら
ず
、
散
策
ご
と
に

班
長
が
行
く
場
所
を
決
め
る
形
式

　

大
学
生
に
な
り
、
新
し
い
友

達
を
作
り
た
い
。
学
内
外
問
わ

ず
様
々
な
人
と
交
流
し
た
い
。

大
学
に
入
っ
た
の
を
機
に
新
し

い
こ
と
に
挑
戦
し
た
い
。
そ
ん

な
想
い
を
叶
え
て
く
れ
る
の
が

新
聞
総
部
だ
。

　

新
聞
総
部
の
全
体
の
活
動
は

毎
週
金
曜
日
の
放
課
後
、
新
学

生
会
館
３
階
の
部
室
に
て
会
議

が
行
わ
れ
る
。
会
議
が
固
定
さ

れ
て
い
る
た
め
、
趣
味
や
学
業

と
の
両
立
も
し
や
す
い
。

　

会
議
で
は
各
々
が
記
事
に

な
り
そ
う
な
ニ
ュ
ー
ス
ネ
タ

を
持
ち
寄
り
、
そ
の
中
か
ら
取

材
先
を
決
定
す
る
。
そ
し
て
、

取
材
先
に
連
絡
を
取
り
イ
ン

サ
ー
ト
の
ほ
か
に
、
新
月
祭
や
ク

リ
ス
マ
ス
に
ラ
ン
バ
ス
記
念
礼
拝

堂
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
う
。ま
た
、

不
定
期
で
は
あ
る
が
、
学
内
で
行

わ
れ
る
結
婚
式
で
も
歌
を
披
露
す

る
。
そ
し
て
春
の
新
歓
シ
ー
ズ
ン

に
は
、
チ
ャ
ペ
ル
ア
ワ
ー
に
各
学

部
の
チ
ャ
ペ
ル
を
ま
わ
っ
て
、
歌

を
披
露
し
て
い
る
。
学
部
に
よ
っ

て
曲
目
や
構
成
を
変
え
て
い
て
、

宗
教
主
事
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
に

応
じ
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

　

最
後
に
、
中
川
さ
ん
は
「
音
楽

の
経
験
が
な
く
て
も
、
大
人
数
で

歌
え
ば
恥
ず
か
し
い
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
各
学
部
の
音
楽
チ
ャ
ペ

ル
に
も
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て
く

だ
さ
い
」
と
話
し
て
い
た
。

　

ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
は
、

過
去
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
写
真
や
動

画
が
投
稿
さ
れ
て
い
る
。
部
の
愛

称
で
も
あ
る
「Power of Voice

（
声
の
力
）」
を
大
い
に
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。（
Ｔ
・
Ｎ
）

だ
。
散
策
を
行
う
場
所
は
、
京
都

の
場
合
が
ほ
と
ん
ど
だ
そ
う
だ
。

他
に
も
、
毎
週
火
曜
日
の
放
課
後

に
全
体
会
議
を
行
っ
た
り
、
長
期

休
暇
に
は
合
宿
な
ど
も
行
う
。

　

火
曜
日
の
会
議
を
含
め
、
い
ず

れ
も
参
加
は
自
由
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
ア
ル
バ
イ
ト
と
の
両
立
し

や
す
く
、
他
団
体
に
も
所
属
し
て

い
る
と
い
う
部
員
も
い
る
。

　

今
年
の
新
歓
で
は
、
４
月
と
５

月
に
そ
れ
ぞ
れ
２
つ
の
散
策
コ
ー

ス
を
計
画
し
て
い
る
と
い
う
。
代

表
で
あ
る
早
川
美
希
さ
ん
（
文
・

３
）
は
「
き
っ
と
気
に
入
る
場
所

が
見
つ
か
る
の
で
ぜ
ひ
来
て
ほ
し

い
」
と
語
る
。
早
川
さ
ん
自
身

も
、
最
初
の
散
策
で
訪
れ
た
建
仁

寺
が
今
で
も
一
番
の
思
い
出
だ
と

話
す
。
散
策
の
後
に
は
、
新
入
生

も
含
め
た
部
員
全
員
で
、
ご
飯
会

も
計
画
し
て
い
る
。

　

最
後
に
新
入
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
し
て
「
古
美
研
で
は
ど
ん
な

人
で
も
馴
染
め
る
。
部
活
動
が
あ

る
か
ら
学
校
に
来
る
と
い
う
ぐ
ら

い
、
学
生
生
活
が
充
実
し
た
も
の

に
な
る
だ
ろ
う
」
と
意
気
込
む
。

大
学
生
に
な
る
の
を
機
に
新
し
い

こ
と
に
挑
戦
す
る
き
っ
か
け
に
し

て
ほ
し
い
。

タ
ビ
ュ
ー
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
記

事
の
執
筆
や
校
正
、
紙
面
の
レ
イ

ア
ウ
ト
を
作
成
す
る
と
こ
ろ
ま

で
、
す
べ
て
部
員
た
ち
で
行
う
。

ま
た
、
で
き
あ
が
っ
た
新
聞
を
学

内
に
設
置
、
手
渡
し
で
読
者
の
も

と
へ
届
け
る
の
も
部
員
の
役
割

で
あ
る
。

　

新
聞
総
部
は
２
か
月
に
１
度
、

主
に
学
内
に
向
け
て
『
関
西
学
院

大
学
新
聞
』
を
約
３
０
０
０
～

８
０
０
０
部
発
行
し
て
い
る
。
学

内
の
ニ
ュ
ー
ス
は
も
ち
ろ
ん
、
教

授
や
Ｏ
Ｂ
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記

事
、
本
学
で
活
躍
す
る
学
生
の
紹

介
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
部
員

オ
ス
ス
メ
の
お
店
や
本
を
紹
介
す

る
記
事
も
あ
る
。
さ
ら
に
、「
自

動
車
免
許
特
集
」
や
「
関
学
チ
ャ

ペ
ル
ア
ワ
ー
特
集
」
の
よ
う
な
特

集
面
な
ど
、
本
学
に
お
け
る
様
々

な
情
報
を
掲
載
し
て
い
る
。
新
聞

を
作
っ
て
い
く
上
で
、
学
生
に
限

ら
ず
教
授
や
職
員
の
方
々
と
も
繋

が
り
が
で
き
る
の
が
新
聞
総
部
の

強
み
で
あ
る
。

　

大
学
は
広
い
。
こ
こ
に
は
様
々

な
価
値
観
や
想
い
を
持
っ
て
い
る

人
が
い
る
。
そ
ん
な
人
た
ち
と
繋

が
り
、
自
分
を
高
め
る
に
は
新
聞

総
部
が
最
適
で
あ
る
。
一
度
し
か

な
い
大
学
生
活
、
あ
な
た
も
新
聞

総
部
で
形
に
残
る
活
動
を
し
て
み

て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
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あ
な
た
は
木
村
政
彦
を
知
っ
て

い
る
か
。
身
長
１
７
０
㎝
、
体
重

85
㎏
と
格
闘
家
と
し
て
は
大
柄
で

は
な
い
な
が
ら
、
極
限
の
猛
稽
古

と
負
け
た
ら
切
腹
と
い
う
壮
絶
な

覚
悟
で
勝
利
を
重
ね
た
。
特
に
大

外
刈
り
と
腕
絡
み
は
格
別
に
鋭

く
、
講
道
館
で
の
使
用
禁
止
を
言

い
渡
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
実
力
も

凄
ま
じ
く
、
15
年
間
無
敗
、
全
日

本
選
手
権
13
連
覇
を
果
た
し
た
。

そ
し
て
、
当
時
の
武
道
家
た
ち
が

全
力
で
そ
の
勝
利
を
求
め
た
天
覧

試
合
で
も
、
一
本
勝
ち
で
優
勝
を

エ
イ
・
ご
う
か
ん
【
Ａ
号
館
】

　

西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の
最

北
端
に
あ
る
校
舎
。
法
学
部
生
の

言
語
の
授
業
が
多
く
行
わ
れ
る
。

も
は
や
学
生
を
遅
刻
さ
せ
、
単
位

を
落
と
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
と

し
か
思
え
な
い
。

　

謎
な
の
は
、
真
横
に
法
学
部
棟

が
あ
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法

学
部
生
向
け
の
掲
示
は
Ａ
号
館
で

行
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
法
学
部

棟
の
存
在
意
義
を
疑
う
。

　

し
か
し
、
地
下
に
は
会
議
や
自

習
が
で
き
る
ラ
ー
ニ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
が
あ
る
や
さ
し
さ
。
ま
た
、
法

学
部
学
生
自
治
会
や
傘
下
団
体
の

部
屋
も
こ
こ
に
あ
る
。
辞
書
を
忘

れ
て
も
、
学
生
自
治
会
が
貸
し
て

果
た
し
て
い
る
。
そ
れ
で
い
て
、

決
し
て
お
ご
ら
ず
、
ユ
ー
モ
ア
に

あ
ふ
れ
、
愛
妻
家
で
も
あ
っ
た
と

い
う
。
ま
さ
に
、
史
上
最
強
の
柔

道
家
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
男

だ
。

　

し
か
し
、
木
村
の
映
像
は
あ
ま

り
残
っ
て
お
ら
ず
、
口
頭
で
伝
説

と
し
て
し
か
語
ら
れ
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
著
者
、
増
田
俊
也
は
18
年

に
わ
た
る
狂
気
の
取
材
執
筆
の
末

に
、
本
書
を
書
き
上
げ
た
。
タ
イ

ト
ル
は
強
烈
で
あ
る
が
、
こ
の
本

に
は
激
動
の
昭
和
時
代
に
お
け
る

武
道
・
格
闘
技
の
流
れ
や
、
武
道

家
た
ち
の
生
き
様
が
刻
ま
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
増
田
か
ら

木
村
へ
の
介
錯
の
一
冊
で
あ
る
。

　

木
村
は
１
９
１
７
年
に
熊
本
で

生
ま
れ
る
。
同
郷
出
身
で
当
時
最

強
と
う
た
わ
れ
た
鬼
の
柔
道
家
、

る
が
、
他
に
関
西
に
３
つ
、
東
京

に
１
つ
の
計
７
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス

が
存
在
し
て
い
る
。

き
ょ
う
が
く
・
ウ
ェ
ブ
・
サ
ー
ビ
ス

【
教
学
ｗ
ｅ
ｂ
サ
ー
ビ
ス
】

　

本
学
が
提
供
す
る
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト
。
休
講
や
補
講
、
教
室
変
更
、

時
間
割
変
更
の
よ
う
な
お
知
ら
せ

を
提
供
し
て
く
れ
る
。
学
期
は
じ

め
の
履
修
登
録
か
ら
、
最
後
の
成

績
発
表
ま
で
を
支
え
る
、
ま
さ
に

「
大
学
生
活
の
伴
侶
」
と
も
い
え

る
存
在
。
関
学
生
に
と
っ
て
は
、

単
位
の
次
に
大
事
な
必
携
ツ
ー
ル

な
の
だ
。
た
だ
し
、
ア
ク
セ
ス
が

集
中
す
る
と
ダ
ウ
ン
す
る
こ
と
が

あ
り
、
成
績
発
表
の
時
間
が
学
年

別
に
分
か
れ
て
い
る
の
も
、
そ
の

た
め
で
あ
る
。

ご
べ
つ
【
５
別
】

　

第
５
別
館
の
略
称
。
図
書
館
裏

で
、
Ｈ
号
館
の
隣
に
位
置
す
る
。

昨
年
度
外
壁
が
塗
り
直
さ
れ
た
。

　

生
協
の
コ
ン
ビ
ニ
が
あ
る
が
、

く
れ
る
の
で
安
心
だ
。

キ
ャ
ン
パ
ス
【Campus

】

　

本
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
建
築
家

で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
者
で

も
あ
っ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
メ
レ
ル
・

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
氏
が
設
計
し
た
も
の

で
あ
る
。
そ
の
建
築
様
式
は
ス
パ

ニ
ッ
シ
ュ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
タ

イ
ル
と
い
う
も
の
で
、
入
学
当

初
、
筆
者
は
そ
の
様
相
を
某
ア
ウ

ト
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
と
重
ね
合
わ
せ

て
い
た
。
歴
史
あ
る
本
学
と
そ
の

設
計
者
に
謝
罪
し
た
い
所
存
で
あ

る
。

　

西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
、
神

戸
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
、
西
宮
聖
和

キ
ャ
ン
パ
ス
の
３
つ
の
キ
ャ
ン
パ

ス
で
主
に
授
業
が
開
講
さ
れ
て
い

牛
島
辰
熊
に
よ
っ
て
そ
の
才
能
を

見
出
さ
れ
上
京
す
る
。
牛
島
の
指

導
の
元
、
木
村
は
常
人
の
3
倍
を

超
え
る
猛
稽
古
を
積
む
。そ
し
て
、

前
述
し
た
華
々
し
い
勝
利
を
お
さ

め
続
け
、
つ
い
に
は
師
匠
と
同
じ

く
鬼
の
称
号
を
継
ぐ
。「
不
敗
常

勝
の
木
村
」、「
鬼
の
柔
道
王
」、 

「
木
村
の
前
に
木
村
な
く
、
木
村

の
後
に
木
村
な
し
」
と
、
そ
の
強

さ
を
語
る
言
葉
に
は
事
欠
か
な

い
。

　

し
か
し
、
木
村
の
人
生
は
、
太

平
洋
戦
争
に
よ
っ
て
大
き
く
狂
わ

さ
れ
る
。
戦
後
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
っ

て
武
道
が
禁
止
さ
れ
る
中
、
牛
島

は
興
業
団
体
プ
ロ
柔
道
を
立
ち
上

げ
、
木
村
も
そ
こ
に
参
加
す
る
。

し
か
し
、
興
業
は
成
功
と
は
い
え

ず
、
木
村
は
妻
の
病
気
の
治
療
費

を
稼
ぐ
た
め
師
と
袂
を
分
か
つ
。

と
て
も
狭
く
チ
ャ
ペ
ル
ア
ワ
ー
と

昼
休
み
に
は
非
常
に
混
雑
し
て
い

る
。
置
い
て
い
る
商
品
の
数
も
種

類
も
少
な
く
、
早
め
に
買
い
に
行

か
な
け
れ
ば
お
弁
当
や
お
惣
菜
を

手
に
入
れ
る
こ
と
は
困
難
だ
。
し

か
し
、
な
ぜ
か
丼
も
の
だ
け
は
種

類
も
数
も
豊
富
で
あ
る
。

　

大
教
室
の
後
方
に
続
く
階
段
の

一
段
が
微
妙
に
長
く
、
転
倒
し
て

い
る
光
景
を
度
々
目
に
す
る
。
授

業
の
途
中
で
入
室
す
る
際
に
は
つ

ま
づ
い
て
恥
を
か
か
な
い
よ
う
注

意
し
て
ほ
し
い
。

チ
ャ
ペ
ル
・
ア
ワ
ー

【Chapel Hour

】

　

キ
リ
ス
ト
教
主
義
に
基
づ
い

た
、
本
学
独
自
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
。
１
時
間
目
と
２
時
間
目
の
間

に
設
定
さ
れ
て
い
る
30
分
。
本
来

は
チ
ャ
ペ
ル
へ
行
く
時
間
と
し
て

設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
チ
ャ
ペ
ル

に
行
か
な
い
学
生
は
自
習
に
励
ん

だ
り
、
友
達
と
の
談
笑
に
花
を
咲

か
せ
た
り
す
る
。
レ
ジ
ュ
メ
を
印

　

海
外
へ
渡
っ
た
木
村
は
、
ブ
ラ

ジ
ル
で
エ
リ
オ
・
グ
レ
イ
シ
ー
に

勝
利
し
た
後
、
ア
メ
リ
カ
本
土
で

プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
へ
転
身
す
る
。
帰

国
し
た
木
村
は
、
の
ち
の
プ
ロ
レ

ス
ブ
ー
ム
の
立
役
者
、
元
大
相
撲

関
脇
の
力
道
山
と
タ
ッ
グ
を
組

む
。
し
か
し
、
負
け
役
ば
か
り
に

耐
え
か
ね
た
木
村
は
、
マ
ス
コ
ミ

を
通
じ
力
道
山
に
真
剣
勝
負
を
求

め
る
。
の
ち
に「
昭
和
の
巌
流
島
」

と
呼
ば
れ
る
試
合
で
あ
る
。

　

こ
の
試
合
で
木
村
は
、
力
道
山

に
よ
る
謎
の
台
本
破
り
に
よ
り
、

全
国
民
の
前
で
敗
北
を
さ
ら
さ
れ

る
。
武
道
家
で
あ
り
、
プ
ロ
レ
ス

は
シ
ョ
ー
だ
と
考
え
て
い
た
木
村

と
、
プ
ロ
レ
ス
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
し

た
い
と
考
え
て
い
た
力
道
山
。
二

人
の
考
え
の
す
れ
違
い
は
、
最
悪

の
形
で
表
に
出
た
。
こ
の
敗
北
に

刷
す
る
た
め
に
、
パ
ソ
コ
ン
教
室

が
混
雑
し
始
め
る
の
も
チ
ャ
ペ
ル

ア
ワ
ー
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

マ
ス
タ
リ
ー
・
フ
ォ
ア
・
サ
ー
ビ
ス

【Mastery for Service

】

　

麗
し
き
本
学
の
ス
ク
ー
ル
モ
ッ

ト
ー
。
訳
は
「
奉
仕
の
た
め
の
錬

達
」。
キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
基
づ

い
て
お
り
、
社
会
や
人
類
の
た
め

に
有
益
な
奉
仕
を
す
る
人
を
養
成

し
た
い
ら
し
い
。
校
歌
に
も
出
て

く
る
の
で
、
自
然
と
覚
え
る
だ
ろ

う
。昔
は
体
現
者
が
多
く
い
た
が
、

そ
こ
ら
へ
ん
は
「
関
学
」
学
で
学

ん
で
ほ
し
い
。
特
に
終
戦
直
後
、

失
業
者
に
服
と
お
金
を
与
え
た
Ｏ

Ｂ
の
話
は
感
涙
必
須
で
あ
る
。

　

最
近
は
も
っ
ぱ
ら
友
人
に
レ

ジ
ュ
メ
を
せ
び
る
と
き
や
、
過
去

問
を
見
せ
て
も
ら
う
た
め
に
使

う
。
提
唱
者
の
第
４
代
院
長
ベ
ー

ツ
先
生
は
泣
い
て
い
る
だ
ろ
う
。

先
生
す
ま
ん
。

ロ
ビ
ン
【Robin

】

よ
っ
て
、
木
村
は
表
舞
台
か
ら
姿

を
消
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

　

本
書
は
、
著
者
の
増
田
の
「
も

し
も
最
初
か
ら
真
剣
勝
負
だ
っ
た

ら
、
木
村
が
勝
っ
て
い
た
」
と
い

う
自
身
の
仮
説
か
ら
書
か
れ
た
。

増
田
は
北
海
道
大
学
柔
道
部
出
身

で
、
木
村
の
時
代
か
ら
続
く
特
殊

ル
ー
ル
の
柔
道
、
寝
技
中
心
の
七

帝
柔
道
を
経
験
し
て
い
る
。
一
本

か
タ
ッ
プ
、
失
神
し
か
認
め
ら
れ

な
い
と
い
う
凄
ま
じ
い
世
界
で
あ

る
。
大
学
中
退
後
に
新
聞
記
者
に

な
っ
て
い
た
増
田
は
、
木
村
の
没

後
に
掲
載
さ
れ
た
、
猪
瀬
直
樹
の

木
村
に
つ
い
て
の
コ
ラ
ム
を
読

む
。
そ
こ
で
は
、
生
き
恥
を
晒
し

続
け
た
木
村
の
屈
辱
が
語
ら
れ 

て
い
た
。
そ
こ
で
、
増
田
は
尊
敬

す
る
木
村
の
名
誉
を
回
復
さ
せ
る

た
め
に
本
書
を
書
き
始
め
た
と 

　

「
テ
イ
ク
ア
ウ
ト　

Robin 
Hood ,s

」
の
こ
と
。
体
育
会
系
の

学
生
御
用
達
の
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
と

コ
ス
パ
に
優
れ
た
弁
当
を
販
売
し

て
い
る
生
協
の
お
店
。
壁
に
は
店

内
に
は
、
様
々
な
運
動
部
の
お
礼

の
寄
せ
書
き
が
か
か
っ
て
い
る
。

体
育
会
系
の
学
生
以
外
に
も
、
学

生
の
ニ
ー
ズ
を
抑
え
た
メ
ニ
ュ
ー

展
開
で
人
気
を
博
し
て
い
る
。
致

命
的
な
デ
メ
リ
ッ
ト
は
太
る
こ

と
。マ
ジ
で
。筆
者
も
順
調
に
太
っ

て
い
る
。
体
に
悪
い
と
は
わ
か
っ

て
い
て
も
、
ど
う
し
て
も
や
め
ら

れ
な
い
。
三
大
や
め
な
い
と
い
け

な
い
の
に
や
め
ら
れ
な
い
も
の
と

い
え
ば
、
こ
た
つ
、
二
度
寝
、
そ

し
て
ロ
ビ
ン
で
あ
る
。

ワ
ン
チ
ャ
ン
あ
る

　

な
い
。
ど
の
程
度
な
い
か
と
い

う
と
、
地
面
に
向
か
っ
て
「
ブ

ラ
ジ
ル
の
人
、
聞
こ
え
ま
す

か
ー
！
？
」
と
言
っ
て
、
ブ
ラ
ジ

ル
か
ら
返
事
が
来
る
確
率
と
同

じ
く
ら
い
な
い
。
も
っ
と
も
発
言

い
う
。

　

木
村
の
そ
の
後
だ
が
、
力
道
山

へ
の
リ
ベ
ン
ジ
を
待
っ
て
い
る
間

に
、
力
道
山
は
事
故
死
す
る
。
プ

ロ
柔
道
に
参
加
し
た
こ
と
で
柔
道

界
か
ら
排
斥
さ
れ
、
プ
ロ
レ
ス
で

も
力
道
山
に
負
け
た
男
と
さ
れ
た

木
村
は
死
に
場
所
を
失
っ
た
。
そ

ん
な
中
、
木
村
は
師
で
あ
る
牛
島

の
勧
め
で
母
校
、
拓
殖
大
学
の
柔

道
コ
ー
チ
と
し
て
何
と
か
一
命
を

取
り
留
め
た
。
そ
し
て
、
牛
島
か

ら
木
村
へ
と
受
け
継
が
れ
た
鬼
の

柔
道
を
伝
え
る
べ
く
、
岩
釣
兼
生

を
ス
カ
ウ
ト
。
か
つ
て
の
木
村
の

よ
う
な
稽
古
を
重
ね
た
岩
釣
を
は

じ
め
と
す
る
拓
大
柔
道
部
は
、
つ

い
に
全
日
本
学
生
柔
道
優
勝
大
会

で
優
勝
を
果
た
し
た
。
木
村
に

と
っ
て
、
こ
れ
は
柔
道
界
へ
の
復

讐
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

者
に
よ
り
信
頼
で
き
る
度
合
い
は

異
な
る
が
、
こ
れ
を
発
す
る
人
間

は
往
々
に
し
て
、
傍
か
ら
見
る
と

完
全
に
ノ
ー
チ
ャ
ン
で
あ
る
。
自

身
が
ワ
ン
チ
ャ
ン
あ
る
と
思
い
込

む
の
は
勝
手
だ
が
、
そ
れ
を
人
に

　

力
道
山
に
先
立
た
れ
、
柔
道
家

と
し
て
も
居
場
所
を
失
っ
た
木
村

は
75
歳
で
病
死
す
る
。
力
道
山
が

華
々
し
い
人
生
を
送
っ
た
一
方

で
、
木
村
は
生
き
恥
を
晒
し
続
け

た
。
し
か
し
、
木
村
は
優
し
さ
に

あ
ふ
れ
た
人
柄
と
、
そ
の
強
さ
を

も
と
に
、
鬼
の
執
念
を
持
つ
増
田

の
手
よ
っ
て
再
び
蘇
っ
た
。

　

も
う
一
度
言
う
。
こ
れ
は
死
に

場
所
を
失
っ
た
優
し
き
鬼
を
弔

う
、
介
錯
の
一
冊
で
あ
る
。

（
Ａ
・
Ｍ
）

増田　俊也

【
お
断
り
】

　

今
号
で
は
、
連
載
「
お
す
す
め

の
お
店
探
し
隊
！
」
は
、
8
面
特

集
と
し
て
掲
載
し
ま
し
た
。
ま
た
、

連
載
「
教
授
の
背
中
」
は
お
休
み

と
し
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
今
号
は
特
集
面
が
こ
っ
ち
に
出

張
。
決
し
て
新
店
舗
に
負
け
た
わ
け

で
は
な
い
。
当
た
り
前
の
よ
う
に
使

わ
れ
る
関
学
用
語
を
、
新
聞
総
部
員

が
い
く
つ
か
紹
介
。
こ
れ
で
あ
な
た

も
関
学
マ
イ
ス
タ
ー
！

　
　
　
編
集
後
記

　
ス
ペ
ー
ス
が
余
っ
た
と
き
に
書
く

も
の
。
大
体
面
白
く
な
い
内
容
に
な

る
。
ま
っ
た
く
も
っ
て
謎
で
あ
る
。

　
さ
て
、
今
回
は
関
学
用
語
の
一
部

を
、
茶
化
し
な
が
ら
抜
粋
し
ま
し

た
。
新
入
生
の
方
々
が
、
関
学
用
語

を
マ
ス
タ
ー
し
て
、
立
派
な
関
学
生

に
な
っ
て
く
れ
る
の
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
た
だ
百
聞
は
一
見
に
し

か
ず
と
も
言
う
の
で
、
実
際
に
見
に

行
っ
た
り
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

　
真
面
目
に
本
学
に
つ
い
て
知
り
た

い
方
は
、本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、

関
西
学
院
史
編
纂
室
様
の
「
関
西
学

院
事
典
」
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

新
聞
総
部
に
つ
い
て
も
載
っ
て
い
る

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
最
後
に
、
本
特
集
関
係
者
の
方
々

に
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
調
子
に

乗
り
す
ぎ
ま
し
た
。
ど
う
か
取
り
潰

し
だ
け
は
勘
弁
し
て
く
だ
さ
い
…
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も
言
う
輩
も
い
る
。
自
ら
を
律
す

る
心
を
忘
れ
ず
、
堕
落
し
た
人
間

の
甘
言
に
は
耳
を
貸
さ
な
い
方
が

賢
明
だ
。
ワ
ン
チ
ャ
ン
を
掴
む
よ

り
、
約
束
さ
れ
た
勝
利
を
創
り
出

そ
う
。
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夕
暮
れ
時
の
優
し
い
風
が
ふ
わ
り
、
と
教
室
の
カ
ー
テ
ン
を
揺
ら
し

て
い
く
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
運
動
部
が
元
気
に
走
り
回
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

反
対
に
校
舎
内
は
昼
間
の
喧
騒
が
嘘
の
よ
う
に
静
か
だ
。

　

ハ
ル
は
机
に
頬
杖
を
つ
き
な
が
ら
、
外
を
見
つ
め
た
。

も
ち
ろ
ん
、
校
舎
内
に
誰
も
い
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
現
に
ど

こ
か
ら
か
、
楽
器
の
音
が
聞
こ
え
て
く
る
。
音
楽
室
の
吹
奏
楽
部
だ
ろ

う
か
。

　

と
り
と
め
も
な
く
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
と
、
ふ
う
ぅ
、
と
大

き
な
息
の
音
が
教
室
の
静
寂
を
破
り
、
思
わ
ず
注
意
を
目
の
前
に
戻
す
。

　

ハ
ル
の
目
の
前
で
さ
っ
き
か
ら
爆
睡
し
て
い
る
の
は
、
幼
な
じ
み
の

ナ
ツ
で
あ
る
。

　

苦
手
な
数
学
で
難
し
い
問
題
を
当
て
ら
れ
た
か
ら
教
え
て
ほ
し
い
、

と
一
時
間
ほ
ど
前
に
こ
の
教
室
へ
や
っ
て
き
て
、
今
、
参
考
書
の
上
で

ぐ
っ
す
り
の
幼
な
じ
み
は
ハ
ル
の
二
学
年
下
だ
。
家
が
近
く
、
親
同
士

が
友
だ
ち
で
、
物
心
の
つ
く
前
か
ら
何
か
と
一
緒
に
い
た
。

こ
の
二
歳
差
、
と
い
う
の
は
不
思
議
な
距
離
感
だ
。
ハ
ル
が
学
校
に
入

学
す
る
と
、
二
年
後
に
ナ
ツ
も
同
じ
学
校
へ
入
る
。
小
学
校
四
年
間
、

中
学
校
一
年
間
、
二
人
は
同
じ
所
へ
通
っ
た
。
そ
し
て
つ
い
に
離
れ
る

か
と
思
っ
た
高
校
も
ナ
ツ
が
同
じ
と
こ
ろ
を
選
ん
だ
た
め
、
現
在
、
高

校
一
年
間
を
共
に
過
ご
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
人
の
仲
は
、
ハ
ル
が
新
し
い
学
校
へ
進
む
と
一
旦
、
疎
遠
に
は
な
る

も
の
の
、
途
絶
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
世
話
好
き
な
ハ
ル
と
甘
え
上

手
の
ナ
ツ
は
相
性
が
良
く
、
ま
た
、
勉
強
が
よ
く
で
き
る
ハ
ル
へ
、
ナ

ツ
の
母
が
サ
ボ
り
が
ち
の
ナ
ツ
の
勉
強
を
と
き
ど
き
見
て
も
ら
う
よ
う

に
昔
か
ら
頼
ん
で
い
た
た
め
で
も
あ
る
。

そ
う
し
て
、
幼
な
じ
み
の
関
係
は
良
好
の
ま
ま
、
今
に
至
る
わ
け
だ
。

　

ハ
ル
は
じ
っ
と
ナ
ツ
を
見
や
る
。

「
あ
と
ど
れ
く
ら
い
、
一
緒
に
い
ら
れ
る
か
な
」

　

ハ
ル
は
高
校
三
年
。
ナ
ツ
に
は
ま
だ
伝
え
て
い
な
い
が
、
大
学
は
県

外
を
考
え
て
お
り
、
来
年
か
ら
は
一
人
暮
ら
し
を
す
る
予
定
だ
。
こ
ん

な
ふ
う
に
時
間
が
取
れ
る
の
は
も
う
最
後
か
も
し
れ
な
い
。

　

長
い
ま
つ
げ
、
す
っ
と
通
っ
た
鼻
筋
。
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
か
わ
い

ら
し
い
と
思
っ
て
い
た
ナ
ツ
の
顔
は
改
め
て
見
る
と
、
と
て
も
整
っ
て

い
た
。

「
恋
人
、
と
か
い
る
ん
だ
ろ
う
ね
」

柔
ら
か
そ
う
な
頬
を
指
で
つ
つ
く
。
う
ぅ
ん
、
と
唸
り
つ
つ
も
ま
る
で

起
き
る
気
配
が
な
い
。

　

ハ
ル
は
く
す
り
と
笑
い
な
が
ら
、
そ
の
無
防
備
な
寝
顔
に
つ
ら
れ
て
、

大
き
な
あ
く
び
を
し
た
。

　

ど
う
や
ら
こ
の
生
徒
役
は
も
う
し
ば
ら
く
こ
の
状
態
の
よ
う
だ
し
、

少
し
く
ら
い
良
い
だ
ろ
う
と
、
机
の
上
に
腕
を
組
み
、
自
分
も
眠
る
体

制
に
入
る
。

　

そ
れ
か
ら
数
分
も
す
れ
ば
、
寝
息
は
二
つ
に
な
っ
た
。

　

そ
し
て
、
ハ
ル
が
寝
入
る
頃
を
見
計
ら
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
、
ナ

ツ
が
ゆ
っ
く
り
目
を
開
け
る
。

　

じ
っ
と
ハ
ル
を
見
つ
め
、
呟
く
。

「
気
づ
い
て
い
る
ん
だ
か
、
い
な
い
ん
だ
か
」

　

し
ば
ら
く
の
間
そ
う
し
て
い
た
が
、
ナ
ツ
は
ま
た
い
つ
の
間
に
か
目

を
閉
じ
、
眠
り
だ
し
た
。

　

再
び
教
室
は
暖
か
い
沈
黙
で
満
ち
る
。

突
然
の
校
内
放
送
で
二
人
が
飛
び
起
き
る
ま
で
、
あ
と
三
十
分
。

『
放
課
後
』

安
永
あ
き
ら

人
の
チ
ー
ム
で
活
動
し
て
い
た
。

　

社
会
探
究
実
践
演
習
は
、
普
段

の
学
部
の
授
業
と
比
べ
て
地
域
と

の
か
か
わ
り
を
持
つ
こ
と
の
で
き

る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
メ
ン

バ
ー
は
、
昨
年
春
学
期
に
行
わ
れ

た
社
会
探
究
実
践
演
習
Ⅰ
の
授
業

を
履
修
し
て
い
る
。
そ
こ
で
学
ん

だ
地
域
の
特
性
を
活
用
し
、
今
回

の
授
業
で
は
、
朝
来
・
竹
田
城
下

町
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
、
竹
田

城
下
町
を
含
む
旅
行
プ
ラ
ン
を
作

成
し
た
。
作
成
段
階
か
ら
実
現
ま

で
の
工
程
を
学
生
の
力
で
や
り
遂

げ
る
ま
で
に
は
、
様
々
な
苦
労
が

あ
っ
た
と
い
う
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、

　今回のK.G.studioはタイムスリップとK.G. 
PEOPLEです。タイムスリップでは本学のヒュ
ーマン・サービス支援室で専任コーディネータ
ーを務める成

なり

安
やす

有
ゆ

希
き

さんに、K.G.PEOPLEでは
朝来・竹田城下町活性化プロジェクトⅡの嶋谷
佳奈さんに話を聞きました。

♯28．
嶋谷　佳奈さん（商・３）
朝来・竹田城下町活性化プロジェクトⅡ

　

２
０
１
１
年
３
月
11
日
、
私
が

高
校
２
年
生
の
と
き
に
東
日
本
大

震
災
は
起
こ
り
ま
し
た
。
そ
の
こ

ろ
の
私
は
、
被
災
地
の
た
め
に
何

か
行
動
を
起
こ
し
た
い
と
考
え
な

が
ら
も
、
何
も
で
き
ず
に
悔
し
い

思
い
を
す
る
日
々
を
過
ご
し
て
い

ま
し
た
。

　

関
学
生
と
し
て
の
生
活
が
始
ま

　

昨
年
４
月
に
開
設
さ
れ
た
「
ハ

ン
ズ
オ
ン
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
」
が
主
催
す
る
社
会
探
究
実

践
演
習
で
、嶋
谷
佳
奈
さ
ん
（
商
・

３
）
は
朝
来
・
竹
田
城
下
町
活
性

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
昨
年
の
秋
学

期
に
、
学
部
・
学
年
も
様
々
な
５

か
つ
立
て
続
け
に
出
て
き
た
。「
毎

日
グ
ル
ー
プ
電
話
を
し
た
。
締
め

切
り
に
追
わ
れ
、
ぎ
り
ぎ
り
で
し

か
動
け
な
か
っ
た
と
感
じ
た
」
と

嶋
谷
さ
ん
は
振
り
返
る
。
ま
た
、

み
ん
な
で
共
通
理
解
で
き
て
い
な

い
部
分
が
あ
り
、
一
人
一
人
が
苦

し
む
部
分
も
あ
っ
た
と
い
う
。「
誰

が
リ
ー
ダ
ー
と
い
う
こ
と
で
も
な

か
っ
た
た
め
、
で
き
な
い
人
の
分

を
誰
か
が
補
う
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
た
。
お
互
い
が
全
員
の
こ
と

を
思
い
や
り
動
け
て
い
た
の
で
は

な
い
か
」と
も
続
け
た
。
し
か
し
、

全
員
で
改
め
て
話
し
合
い
、
協
力

し
合
う
こ
と
で
、
プ
ラ
ン
を
完
成

さ
せ
ら
れ
た
。苦
難
を
乗
り
越
え
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
終
了
し
た
今
で

も
固
い
信
頼
関
係
で
結
ば
れ
て
い

る
と
い
う
。

　

ま
た
、
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、
プ
ラ
ン
の
制
作
段
階
に
学

内
で
調
査
を
行
っ
た
。
特
に
竹
田

城
下
町
の
観
光
と
同
時
に
楽
し
め

る
ス
ポ
ッ
ト
を
尋
ね
る
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
想
定
と
異
な
る
回
答
が

多
か
っ
た
。
こ
の
経
験
か
ら
、
旅

行
プ
ラ
ン
を
紙
の
上
だ
け
で
考
え

る
の
で
は
な
く
、
実
際
に
生
の
声

を
集
め
る
こ
と
の
大
切
さ
に
改
め

て
気
づ
い
た
と
い
う
。

　

嶋
谷
さ
ん
は
「
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
通
じ
て
、
座
学
で
は
体
験

で
き
な
い
様
々
な
課
題
を
解
決
す

る
プ
ロ
セ
ス
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
。
こ
の
経
験
を
活
か
し
て
、
こ

の
先
の
社
会
人
生
活
に
役
立
て
て

い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
活
動
に
明
け
暮
れ

る
日
々
の
中
で
、
私
は
現
在
の
職

業
に
就
く
き
っ
か
け
と
な
っ
た
人

物
と
の
出
会
い
を
果
た
し
ま
し

た
。
そ
の
方
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
事
務
局

長
の
方
で
、
私
が
今
ま
で
言
葉
に

で
き
な
か
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
経
験
そ
の
も
の
や
、
そ
こ
か

ら
考
え
て
い
た
こ
と
を
言
葉
に
し

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
に

よ
っ
て
私
は
自
分
の
し
て
き
た
こ

と
、
今
し
て
い
る
こ
と
が
間
違
っ

た
こ
と
で
は
な
い
と
思
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
携
わ
り
続
け
る
決

る
と
、
す
ぐ
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
入
学
し
て
か
ら
の

２
年
間
は
社
会
学
部
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
バ
ス
な
ど
、
本
学
の
団
体

を
通
し
て
活
動
に
参
加
し
て
い
ま

し
た
。
３
回
生
か
ら
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
専
攻
の
ゼ
ミ
に
所
属
し
、

個
人
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
と
て
も

充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま

し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
海
外
の
災
害
援

助
を
し
た
り
、
子
供
た
ち
と
一
緒

に
防
災
キ
ャ
ン
プ
を
し
た
り
と
、

そ
の
こ
ろ
の
活
動
の
記
憶
は
今
で

も
鮮
明
に
蘇
っ
て
き
ま
す
。

心
を
し
ま
し
た
。

　

現
在
私
は
本
学
正
門
横
に
あ
る

ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
支
援
室

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の

内
容
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興

味
を
持
っ
て
訪
ね
て
き
た
学
生
へ

の
様
々
な
活
動
の
紹
介
や
、
学
生

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
の
イ
ベ
ン

ト
の
企
画
、
熊
本
地
震
現
地
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
同
行
な
ど
で
す
。
関

学
生
に
活
動
を
紹
介
す
る
こ
と
が

主
な
の
で
、
自
分
が
学
生
だ
っ
た

こ
ろ
の
よ
う
に
現
地
に
向
か
う
機

会
は
減
り
ま
し
た
が
、
日
々
や
り

が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。
支
援
室

で
た
く
さ
ん
の
学
生
と
出
会
い
、

お
互
い
に
色
ん
な
話
を
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
彼
ら
が
や
り
た
い
こ
と

を
見
つ
け
、
来
た
と
き
よ
り
少
し

で
も
前
向
き
な
表
情
で
帰
っ
て
い

く
姿
を
見
る
こ
と
で
、
学
生
の
こ

ろ
の
経
験
が
今
に
生
き
て
い
る
と

い
う
実
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。

　

大
学
４
年
間
は
と
て
も
短
い
で

す
。
し
か
し
、
私
は
自
分
の
学
生

生
活
に
全
く
後
悔
が
あ
り
ま
せ

ん
。
学
生
の
み
な
さ
ん
も
学
生
の

間
に
色
々
な
こ
と
を
経
験
し
て
く

だ
さ
い
。
勉
強
、
課
外
活
動
、
時

に
は
遊
ぶ
こ
と
も
大
切
で
す
。
そ

れ
ら
の
経
験
は
必
ず
み
な
さ
ん
の

将
来
に
役
立
ち
ま
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
も
そ
の
一
つ
で
す
。

新
入
生
の
み
な
さ
ん
も
ヒ
ュ
ー
マ

ン
・
サ
ー
ビ
ス
支
援
室
に
立
ち

寄
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
今
回
取
材
し
た
の
は
、
本
学
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
、
ヒ

ュ
ー
マ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
支
援
室
の
専

任
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
成
安
有
希

さ
ん
で
あ
る
。
学
生
時
代
か
ら
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
携
わ
っ
て
お
り
、

現
在
は
関
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

（　

年
卒
）

’16

中　
川　　

翼 

さ
ん

第
19
回

第
19
回

■
■ 

■
■ 

さ
ん

成
安 

有
希 

さ
ん

成安　有希（なりやす・ゆき）

　1993年大分県生まれ。2016
年に関西学院大学社会学部卒
業。卒業後は本学ヒューマン・
サービス支援室で専任コー
ディネーターに従事。様々な
ボランティア活動に携わって
いる。



DATA
松　屋

DATA
ケンタッキーフライドチキン

DATA

DATA

関学 春の新店まつり2018

おすすめのお店探し隊！ 新入生号特別ver.
　新入生の皆さん、ご入学おめでとうござい
ます。さてこの春、本学西宮上ケ原キャンパ
スに新しいお店がオープンします。在学生も
知らないであろう新着情報を、今読んでいた
だいているあなたにだけ、一足早く教えちゃ
います！

セブン−イレブン

スターバックス コーヒー

本学限定のセットメ
ニューが充実。数量限
定の「ケンタ丼」や「チ
キン南蛮丼」のセット
も人気。

日本国内に約２万店を展開
し、商品力で圧倒する国内
最大手のコンビニエンスス
トアがオープン。弁当や飲
料等、通常店舗とほぼ同様
の品ぞろえ。雑誌等の取り
扱いに加え、セブンカフェ
やセブン銀行ATMも設置
される予定。

アメリカ・シアトル生まれ
の「スペシャルティ コー
ヒーストア」が本学に出店。
高品質のアラビカ種コー
ヒー豆から抽出した、バラ
エティ豊かなエスプレッソ
ドリンクを提供。通常店舗
と同様の価格やメニュー展
開となる見込み。

牛めしの並サイズが、
みそ汁付きで290円な
ど、圧倒的なコスパが
魅力。テイクアウトも
可能。

場所：Ｈ号館１階
営業時間：
　　平　日10：00−17：00
　　土曜日10：00−15：00
定休日：

日曜日（詳細は未定）

場所：Ｈ号館１階
営業時間：
　　平　日10：00−17：00
　　土曜日10：00−15：00
定休日：

日曜日（詳細は未定）

オープン：３月26日
場所：Ｇ号館１階
（ファミリーマート跡地）
営業時間：
　平　日 8：00−20：00
　土曜日 8：00−20：00
（授業期間外は一部短縮）

定休日：
日曜日（詳細は未定）

オープン：４月２日
場所：Ｇ号館１階

（サブウェイ跡地）
営業時間：
　平　日 8：30−19：00
　土曜日 10：00−17：00
（授業期間外は一部短縮）

定休日：
日曜日（詳細は未定）

NEW

NEW

新聞総部イメージキャラクター
ユースケ

西宮上ケ原
キャンパスMAP

※
現
在
掲
載
さ
れ
て
い
る
内
容

に
つ
い
て
は
、
予
告
な
く
変
更

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
学
内
各

所
に
は
大
学
生
協
が
運
営
す

る
食
堂
や
コ
ン
ビ
ニ
、
新
学

生
会
館
に
は
三
田
屋
、
東
京

庵
、
神
戸
屋
レ
ス
ト
ラ
ン
が

出
店
し
て
い
ま
す
。

　

関
西
学
院
大
学
新
聞
は
、

こ
れ
か
ら
も
関
学
生
に
有
益

な
情
報
を
お
届
け
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

（
Ｔ
・
Ｎ
）

編
集
後
記

2018年4月1日関 西 学 院 大 学 新 聞

2018年4月1日 関 西 学 院 大 学 新 聞 8おすすめのお店探し隊！


